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ローウェンフェルドは、1903 年 3 月 21 日、オーストリアのリンツにユダヤ系家族の次
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写真 3  <記憶の器Ⅱ> 
 
 
写真 4 < underground > 
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126 ローウェンフェルド 前掲書 p.349 
127 長島聡子 前掲論文 p.124 





























































                                                 
129 金子一夫 前掲書 p.232 
130 縣拓充・岡田猛「創造の主体者としての市民を育む―「創造的教養」を育成する意義とその
方法」『認知科学』 第 75 号 2013.No3 pp.27～45 
131 佐伯胖・藤田英典・佐藤学 編『表現者として育つ〔シリーズ「学びと文化」5〕』東京大学
































































































                                                 
133 鑑賞について金子一夫は、「鑑賞は英語の appreciation(評価,感謝)と対応するように積極
的な価値賞味行為を指すので、美学では『享受』という。」と説明している。金子一夫著 『美








 まず始めに、「探求」型学習の徹底した実践を行う国際バカロレア (International 
Baccalaureate)の美術教育について述べる。玉川学園では、2007 年 4 月より、国際バカロ






試験の実施、国際バカロレア資格の授与を行っている。2015 年 8 月には、世界の 140 以上













                                                 
134 文部科学省ホームページ  



























                                                 
135 IB の成り立ちについては、大迫弘和『国際バカロレア入門―融合におる教育イノベーショ
ン―』学芸みらい社 2013 及び、The IB: an historical perspective, International 
Baccalaureate Organization 2015 を基にまとめた。 
136 MYP: From principle into practice, International Baccalaureate Organization 2008 
p.7 
137 小原國芳の唱えた「全人」とは、「全き人」(the whole man)を意味し、人間文化である学
問、道徳、芸術、宗教、身体、生活の 6 方面から、それらの理想、すなわち真、善、美、聖、
健、富を備えた、バランスのとれた人間を意味する。教育の理想は、「真、善、美、聖、健、富
の 6 つの価値を創造すること」であると述べている。小原國芳『小原國芳選集３ 全人教育
論・思想問題と教育』玉川大学出版部 1980  
 
写真 7 小原國芳のデューイの書籍 1 
 
 
写真 8 小原國芳のデューイの書籍 2 

























                                                 
138 鯵坂二夫著『小原教育』玉川大学出版部 1959 p.28 




140 小原國芳『世界教育行脚』玉川大学出版部 1956 pp.21～24. 
141 玉川学園ホームページ
http://www.tamagawa.jp/introduction/enkaku/history/detail_6755.html 2015 年 8月 24 日
最終アクセス 
142 小原國芳『世界教育行脚』 pp.376～378 









第一項 玉川学園 国際バカロレア美術科での実践 
 IB の教育プログラムは、年齢に合わせた 4 つのプログラムを提供している。玉川学園で
は 11 歳～16 歳(中学１年生～高校１年生)の生徒を対象としたミドル・イヤー・プログラム



















                                                 
144図３は MYP: From principle into practice 前掲書 p.13 より抜粋し、文字部分は筆者が
日本語訳を行い作成した。 






























                                                 
145 Peterson, A.,Arts and Science Sides in the Sixth Form, Oxford University 






になる。IB の DP の美術は絶対必須教科ではないが、選択した生徒は、年間 150～240 時
間の美術の授業を持つこととなる。DP の美術は時代、場所、文化を超えて芸術の多様性を
理解し、その上で自己の表現を確立することが目標となる。DP を選択した学生は 2 年間で
自己表現を確立する為の濃密な時間を持つこととなる。 
 

















れは 1 つの単元に対し 4 つの評価基準を設けていることからもわかる。一つの美術活動
において、知識理解・技術・批判的視点・芸術への関わり方を一貫して習得する包括的な
                                                 
146 Arts guide For use from January or September 2009, International Baccalaureate 





















るというものである。IB では１つの単元ごとに 4 つの評価基準(知識と理解(knowledge 





(3) 玉川学園 MYP 美術科での実践 
玉川学園美術科では、MYP の 1・2 年次は日本人教師、3 年次以降は外国人教師による授







































































(4) 玉川学園 DP 美術科での制作 
以上まで MYP の美術科教育の実践について具体的に述べてきたが、MYP の美術は最終












ここで、一人の生徒(生徒 I)を取り上げ、IB における「探求」活動を掘り下げる。 
生徒 I は、「お金」をテーマとして設定し、制作を行っている。資料 6(巻末添付)は、制作
テーマをまとめた展示会147でのキャプション148である。初期の作品から代表作を 5 作品並
べると、表現の変化を見ることができる。IB 生徒 I 作品(写真 11～15(巻末添付：資料 7))







                                                 
147 玉川学園 IB では、DP 資格試験にともない、毎年秋に DP 美術科の展示会を行っている。生
徒は自らのブースに作品やジャーナルを並べ、プレゼンテーションを行う。プレゼンテーショ
ンの内容は映像で記録され、作品・ジャーナルの写真情報と共に IBO に送られ、それが DP 卒業
と資格取得の試験となる。展示会は玉川大学出版部の展示スペースにて行われた。 






















































                                                 
149 小原國芳著『玉川塾の教育』玉川学園出版部 1976 p.210 
150 玉川学園では、小学校から高校までを 4 年制で区切った教育を行っている。小学年(First)
は小学校 1 年生～4 年生、中学年(Middle)は小学校 5 年生～中学校 2 年生、高学年(Upper)は中















































写真 10 自由研究ガラス展示風景 
88 
 
第三節 2 つの「探求」型学習の特徴と課題 
 


























































































                                                 
153 鯵坂二夫 前掲書 p.134 
















ついては次項で IB の作品と比較を行いながら、特徴と問題を考察していく。 
 
第三項 「探求」型学習の特徴と問題点 
 IB と自由研究の「探求」型学習の特徴を、比較し考察を行う。 















 IB の「探求」型学習 自由研究の「探求」型学習 
「探求」の種類 科学的探求 創造的探求 
視点 客観的視点が強い 主観的視点が強い 
言語化の機会 多い 少ない 
思考 論理的思考 感覚的思考 





























IB 生徒作品１・２(p.96 添付：写真 16・17)は画面の細部まで緻密に描かれ、情報量が多い。



































































































    写真 19 自由研究作品１ 
 
 
写真 20 自由研究作品 2 
 
    写真 16 IB 生徒作品１ 
 
 
写真 17 IB 生徒作品 2 
 
 
































































































                                                 






グローバル人材の育成を課題とする日本政府は 2018 年までに IB 認定校を 200 校まで増や
す方針を掲げている157。このような状況において、IB 型の「探求」型学習を世界基準の教
育とし、実践する学校は増加すると考えられる。しかし、IB の学習法は「探求」型学習の


















                                                 
157 経済産業省「グローバル人材育成推進会議中間まとめ」2011 年 6月 22 日 
158 International Baccalaureate Organization, The IB:  an historical perspective, 2015 
http://www.ibo.org/globalassets/digital-tookit/presentations/1503-presentation-
historyoftheib-en.pdf  最終アクセス 2015 年 12 月 30 日 
159 藤井千春「協同的探究の能力とその育成ついての考察」『日本デューイ学会紀要』第 47号
2006 p.203 
160 J.デューイ著 市村尚久訳『学校と社会・子どもとカリキュラム』講談社学術文庫 1998 
p.75 






































考を求める IB の美術にわずらわしさを感じるといった問題がある。筆者は、新たに IB を
取り入れる学校や教師、さらに IB 型の学習法を取り入れようとする人々が、IB を思考の教
育とらえ、それをそのまま美術教科にスライドし、美術の「探求」型学習とする危険性を危
惧している。玉川学園の IB 美術科では、思考の時間だけではなく実技制作の時間を多く確























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 作品<あとかた>(写真Ｂ)は、サイズ幅 70 ㎝、






はそれぞれ 90 ㎏と 30 ㎏ある。蓋の重みを利用
し、身から蓋を平行にずらすことで箱を開閉することができる。 





写真Ｂ ：<追憶のガラス－追憶するガラス達－> ソーダガラス キルンキャスト W700×D450×H400 




 写真Ｃ ：<あとかた> ディテール 








写真Ｄ ：<追憶のガラス－追憶するガラス達－> 全体像       Photo by SHINICHI ICHIKAWA 
 
 




Photo by SHINICHI ICHIKAWA 
 
 
































                       Photo by SHINICHI ICHIKAWA 
 
 


























写真Ｊ ：<追憶の舟>  パーツ  
Photo by SHINICHI ICHIKAWA 
 
写真Ｋ ：<追憶の舟>  パーツアップ 












































































































































































































































































































































































































                                                 
168 吉野石膏販売株式会社ホームページ 






































































































































































 7 度の焼成を行い、それぞれの失敗を反省し成功に導くことができた。 
 本節においては、焼成温度の「探求」の試行錯誤の記録を焼成プログラムの折れ線グラフ
で表す。 
















（℃） （Ｈ） （℃） （Ｈ） （℃） （Ｈ） （℃） （Ｈ） （℃） （Ｈ） （℃） （Ｈ） （℃） （Ｈ） 
step1 400 4 400 4 200 7 667 20 400 6 200 10 400 8 
step2 400 6 400 6 200 2 850 2 600 4 400 6 600 5 
step3 600 6 600 6 350 4 850 2 850 3 600 4 600 3 
step4 870 4 870 4 350 2 600 2 850 3 870 4 800 3 
step5 870 3 870 3 850 5 481 24 550 2 870 3 800 3 
step6 550 2 550 2 600 5 481 48 491 12 550 4 550 2 
step7 481 24 481 24 482 1 436 36 491 24 491 36 550 12 
step8 481 36 481 36 482 48 436 48 441 24 491 48 491 36 
step9 436 36 436 36 300 24 300 48 441 24 446 48 491 42 
step10 436 36 436 36 300 24 200 48 400 36 446 48 441 42 
step11 300 36 300 36 200 24 100 48 300 36 400 48 441 36 
step12 200 24 200 24 200 24 20 48 200 36 300 48 400 42 
step13 100 24 100 24 50 24     100 36 200 48 300 36 
step14 20 24 20 24         10 36 100 48 200 36 
step15                     20 48 100 36 




















Photo by SHINICHI ICHIKAWA 
ガラスの種類：三徳ガラスＡスキガラス 
 ガラス厚 ：   2 ㎝～４㎝ 












































































                                                 































                                                 

































 最後に、挙げるのは現代美術アーティストである Baptisete Debombourg の作品「Aerial」
                                                 
172写真出典 石川県能登島ガラス美術館ホームページ  
http://notojima-garabi.cocolog-nifty.com/blog/2013/08/index.html 2016/6/15 最終アク
セス 




    
イワタルリ作 「Ｎo.91711」  
170 
 








である R. Martin Gard の言葉を引用しこのように
述べている。”The mind is everything. The material 















                                                 
174写真出典 Baptisete Debombourg ホームページ
http://www.baptistedebombourg.com/en/works/a%C3%A9rial-0 
2016/6/15 最終アクセス 
175 Lee Jones, Baptisete Debombourg ,Art & Science Journal 
http://www.artandsciencejournal.com/post/27521448164/baptiste-debombourg-in-this-



































































































































                                                 






























                                                 
177 デューイ『経験としての芸術』 ｐ.329 
178 同上書 pp . 329～330 




































































































































作業時感触 色 硬化後 
旭化成ワッカー
シリコーン 







低 滑らかで扱いやすい 青味の白 硬めで裂けやすさあり 


























ンと Mr.シリコーンの中間的な扱いやすさがあった。しかし、信越シリコーンは 3 種の中で
最も高価である。シリコンは、硬化した後にシリコンを重ねて塗っても素材同士食いつきが








































































(３) シリコンがけ 2 層目から 3 層目とガーゼ 
 1 層目のシリコンが硬化し、指で触れても指に付着しないよういなったら、第 2 層目を
(２)と同じ工程で塗り重ねる。シリコンが重力に従って低い所に流れるので、高い部分の
シリコンが薄くならないように注意をする必要がある。(シリコンが白いので、同じ白さ

















 (４) シリコンがけ 4 層目と 5 層目「ダボ」の制作 

















  「ダボ」は余ったシリコンなどをカップの底などに溜め、完全に硬化させたものを 7・
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